
国民生活置き去り？　
白紙委任しろ？

　総選挙が公示された。高市首相は会
見で「予算成立後にかなり賛否の分かれ
る大きなもの（法律案）を進める」「だか
らこそ、国会が始まる前に国民の信を問
いたい」「信任を得たら、力強く進める」
と述べた。「かなり賛否の分かれるもの」
の内容も明らかにせずに、白紙委任しろ
ということか？　
　首相はまた、「国論を二分するような大
胆な政策、改革」に挑戦したい、選挙で
信任が得られれば「政策実現のスピード
を加速できる」との考えを示したが、「国
論を二分」するような政策であればこそ、
対立と分断を煽るのではなく、合意形成
に尽力するのが政治家の役割ではない
か。選挙で勝てば全権委任を得たという
のでは、民主主義とは言えない。
　施政方針演説も行わないまま通常国会
の冒頭で衆院を解散し、予算案の年度
内成立を難しくしてまで行う選挙は何の
ためか。内閣支持率が高いうちに自分の
権力基盤を強化したいというのは、国民
生活を置き去りにした政治の私物化にほ
かならない。「ちゃんと生活できるように
しろ」と私たちは声を上げるべきではな
いか。

　戦後最短の選挙戦で私たちの参政権
も制約されている。豪雪で投票所へ行く
のも困難な地域の人 ､々 短期すぎて投票
手続きがとれない在外邦人､ 視覚障害者
向けの点字の選挙公報作成が間に合わな

いおそれ、準備期間が足りず期日前投票
所も縮小…
　豪雪の青森で第一声をあげた野田・中
道改革連合共同代表は、「雪国では公営
掲示板を設置し、維持するのにも絶えず
除雪が必要です。弘前市ではこれまで
市内 621ヶ所に設置してきたところ、今
回は 97ヶ所にまで大幅に減ってしまいま
した。また、投票時間を短縮する対応も
各地で余儀なくされています。・・・大雪
の中では投票所に足を運ぶことが難しい
方 も々いらっしゃいます。また受験期に初
めて一票を持つ18 歳の戸惑いにも、政治
は正面から向き合わなければなりません。 
自治体や地方の方 、々若者や高齢者の負
担を顧みない姿勢は民主主義にもとるも
のです」と訴えた。
　男子普通選挙、女性参政権、18 歳選
挙権、期日前投票の拡張など、民主主
義の歴史は参政権拡大の歴史でもある。
今回の解散はそれに逆行するのではない
か。
　
　昨年の臨時国会で「政治とカネ」に関
する政治資金規正法改正に対して、「『そ
んなこと』より定数是正を」と答弁した
高市首相。前回総選挙で非公認とされた
候補も含め、今回は裏金議員43人が公
認され比例重複も認められた。当選すれ
ば「みそぎは済んだ」とされ、裏金問
題も「なかったこと」にされるのか。
　「令和の日本社会において、国民は物
価高や不透明な経済情勢の中で、1円単
位の支出に慎重な生活を強いられている。
一方で、政治家たちが数千万円単位の金

を「記載漏れ」として処理し、かといっ
て税金や延滞利息を払うわけでもなく、
法を形骸化させている姿は、あまりにも
国民感覚から乖離している。
　自民党が自浄能力を発揮できないので
あれば、外部からの監視と、選挙を通じ
た厳しい審判以外に、この負の連鎖を断
ち切ることはできないのだろう。
　政治資金の透明化は、抽象的な意味
でのクリーンな政治の実現を目的とするも
のではなく、不当な利益供与や業界団体
との癒着を防ぎ、公共の利益に資する政
策決定を担保するための民主主義のイン
フラであるべきだ。
　このインフラが崩壊している現状を直
視し、法の支配を再構築することこそが、
今も変わらず日本の政治に突きつけられ
ている最大の課題であることを眼前の総
選挙の前に何度でも思い出すべきだ」（西
田亮介・日大教授　JBpress 1/23）。

　国際秩序が大きく揺らぎ、将来が見通
せない不安のなかで、分断と対立を煽る
政治手法が台頭しつつある。歴史的な分
岐点で、フォロワーとしての〝小さな正気〟
の一票を投じよう。
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強い国家・強い経済
vs一人ひとりの幸せ

　今回の総選挙は、与野党の構図が自
公連立時代とは一変する。与党は自民と
維新が連立を組み、野党は立憲と公明
が新党―中道改革連合を結党した。朝日
新聞（1/24）は「政治理念の違いが際立
つ2 大勢力がぶつかる構図」「政治理念
そのものも選挙戦の大きな争点の一つ」
と評した。

　高市首相は衆院解散の目的について、
安保 3 文書（国家安全保障戦略、国家
防衛戦略、防衛力整備計画）の前倒し
改正やスパイ防止法の制定など、これま
で以上に国家主義的な政策の遂行を掲げ
る。
　また「強い経済（株高）の実現は、将
来の不安を安心に変える」という経済政
策は、富裕層を優遇して最終的に国民全
体に恩恵を行き渡らせる「トリクルダウン」
の手法と言える（実現したことがないが
…）。
　この間の急速な円安・長期国債金利の
上昇は、高市財政の帰結だ。円安は物
価高を加速、長期金利の上昇は国債の利
払い費をさらに膨らませる。「責任ある積
極財政」を掲げた高市政権３か月の政策
運営を、歴史的な視点もふまえて検証す
るとした1/26日経新聞編集委員の論評
の見出しは、「忍び寄る財政破綻の足音」
だ。
　株高は株主（とくに海外投資家）や円
安で収益が膨らむ大企業には恩恵をもた
らす一方、株を持たない、外貨建て資産
を持たない家計は、株高の果実を享受
せず、円安の負担だけを引き受ける（物
価上昇に賃金が追いつかないなど）。こ
れは金融資産を持つ者と持たない者の間
で、インフレが再分配を行っているという
構造だ。どこがトリクルダウンなのか。

　強い国家・強い経済・強い日本を掲げ
る自民・維新に対して、中道改革連合は
綱領に「生命・生活・生存を最大に尊重
する人間主義」、「国民一人ひとりが自分
らしく生き、その活力が社会の発展を支
える政治を目指す。国家やイデオロギー
のために国民を従わせる政治ではなく、
人間の尊厳を守り抜く政治を、我が国の
中心に据え直すという、揺るぎない決意」

を掲げる。
　「持続可能な経済成長」「弱者を生まな
い社会」「選択肢と可能性を広げる包摂
社会」などの綱領に書かれた社会像も、
自民・維新とは大きく異なる。強い国家
や強い経済の先に一人ひとりの幸せがあ
るか、ということを重視する立場だと言え
るだろう。
　また「対立をあおり、分断を深める政
治ではなく、対立点を見極め、合意形成
を積み重ね、生活者ファーストの政策を
着実に前へと進める中道政治の力が求め
られている。それは困難な現実に正面か
ら向き合い、最適解を導き出す、最も責
任ある政治の道である」という政治的立
ち位置は、多数決民主主義（選挙で過半
数をとれば全権委任）とは明確に異なる
民主主義のあり方だ。

　今回の総選挙では、政治理念や社会
像の違いをめぐって中核政党が競う「政
権選択選挙」の様相と、少数与党下での
影響力行使を狙う多党化という様相が混
在している。与野党の構図が変わり、政
界再編の過渡期の始まりとなった今回の
総選挙で、私たちの一票をどこに向けて
投じるか。
　「全体として中道政党が陥没し、既成
政党のレッテルを貼られ、左右のポピュリ
ズムが伸長しつつある。（中略）じつはこ
れは戦前のドイツなども含めて、歴史上
繰り返してきていることなのですね。中
道政党が陥没し左右のポピュリズムが伸
びるというのは、世の中がある種の有事
に入った危機的な局面、分岐点に差しか
かっているという歴史的な局面としてとら
える必要がある」（小川淳也・衆院議員
560 号）。

「責任ある積極財政」を問う
～私たちが望む社会とは

　歴史的な分岐点で、どちらに向かって
一歩を踏み出すのか。今回の総選挙での
論点のひとつは「財政」だ。
　各党が減税を打ち出し、あたかも減税
ポピュリズムの様相を呈するなかで、財
源についての責任ある議論が求められる
ようになったことは前進だ。「財源は与党
が考えろ」と言い放つような政党では危
ない。
　同時に、高市首相の「責任ある積極財

政」の問題点は、放漫財政・バラマキと
いうことにとどまらない。「財政は所得を
増やすための道具だという、こうした、「非
財政的」な考え方に無自覚であればある
ほど、バラマキがうたわれ、うけいれら
れていく。だが、それは、財政破綻とは
次元のちがう、民主主義と自由の衰退、
社会の破綻への道である」（井手英策「令
和ファシズム論」筑摩書房）。

　「ちゃんと生活できるようにしろ」とい
う私たちの声に、減税でしか応えない政
治では、国民一人ひとりが自分らしく生き、
その活力が社会の発展を支えるような、
自由や民主主義がまともに機能する社会
を維持し、発展させることはできないだ
ろう。減税ポピュリズムが生み出すのは、

「知らない誰かのために私の税金を使わ
れたくない」という分断と対立の社会で
はないか。

　「減税や給付でわずかな資金を補助し、
自己責任で生きることを求める政治が一
方にある。借金を用いて際限なく給付し、
人間を給付漬けにする政治が他方にあ
る。しかし、しかるべき税負担を求めな
がら出すべきを出す、当たり前の政治が
日本には存在しない。
　消費税率を1.8% 上げれば、私たちは
社会の一員としての責任を果たしながら、
大学の授業料や介護の自己負担をほぼ解
消し、低所得層の生活も底上げできる。
将来の安心が予測できて初めて、人間は
自らの責任で生を全うする意志を持てる。

「責任ある積極財政」は本来、そうした
政治の原点から出発すべきである」（井
手英策・慶應大学教授　日経「経済教室」
11/25）。

　「僕ら地方議員が「ベーシックサービス
推進地方議員連盟」を立ち上げたのは、
たんにサービスの無償化を広げるためで
はない。たとえば、まだまだ家庭、個人
が担う範囲が大きい介護を、ベーシック
サービスとして負担をなくしたい。自己負
担ゼロにしたい。でもそのための財源は、

「俺が出した金で、あいつがいい思いをし
ている」などという分断に繋がらないよう
に、皆んなで出し合う「分かち合う社会」
をつくりたい為だ」
　「・・・それは国家やイデオロギーを主
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　（各党減税を言いますが）重要なこと
は、われわれは（財源は）赤字国債じゃ
ないと言っているところです。政府系ファ
ンドの運用益で財源を新たに作る。今ま
でになかった発想です。公明党さんが大
事にしてきた政策ですが、これは非常に
いいと思います。経済や金融の関係者に
も好評です。
　われわれはどちらかというと無駄を削
ると言ってきましたが、もう削るところは
ないですよ。特別会計、基金といっても
財源として使えるのは一度きりなので、恒
久財源にはなりません。
　給付付き税額控除は先の話になります
から、生活者ファーストということで
は、まずは消費税です。それとインボイ
スの廃止。ちょうど確定申告にむけた時
期ですから、これはやったほうがいいと
思います。消費税についても方向性はいっ
しょなので、後はどうすり合わせるか、
最後の詰めをやっているところです。
　こんなチャンスはないし、歴史に残る
大事業になると思っています。

（1 月17 日。聞き手／戸田政康、石津美
知子。タイトル、小見出しとも文責は編集
部。肩書は当時のもの。）

■中道改革連合ホームページhttps://
craj.jp/
■中道改革連合 5 つの柱（綱領よ
り）▼第 1の柱　一人ひとりの幸福を実現す
る、持続的な経済成長への政策転換

▼第 2 の柱　現役世代も安心できる新た
な社会保障モデルの構築

▼第 3 の柱　選択肢と可能性を広げる包
摂社会の実現

▼第 4 の柱　現実的な外交・防衛政策
と憲法改正論議の深化

▼第 5 の柱　不断の政治改革と選挙制
度改革

□日程のお知らせ□

◆東京「日本再生」読者会（会費　無料）      
2月8日（日）10:00より
　「がんばろう、日本！」国民協議会
市ヶ谷事務所
◆川崎「日本再生」読者会（会費　無料） 
2月17日（火）19:30より
オンライン
◆京都・大阪合同読者会（会費　無料） 
2月17日（火）20:00より
オンライン
◆埼玉「日本再生」読者会
2月11日（水・祝） 19:00より
カフェ・ガヤChill（白川事務所下）
+オンライン

***** 以下は要申し込み *****

東京・戸田代表を囲む会　【会員限定】
　「がんばろう、日本！」国民協議会　
　市ヶ谷事務所
　会員：2000円　同人：1000円

□第231回2026年 2月12日（木）　
18時30分から21時（予定）
趣旨：財政民主主義～財政と民主主
義をつなぐとは（仮）　
掛貝祐太・茨城大学准教授

□第232回2026年 3月3日（火）　
18時30分から21時（予定）
趣旨：民主制を持続可能にするため
に（仮）
小川淳也・衆議院議員

□第39回 関西政経セミナー
　「排外主義と歴史修正主義」（仮）
倉橋耕平・創価大学准教授
2026年 2月6日 (金 )
18時30分から
キャンパスプラザ京都6階
第二講習室
参加費2000円（学生無料）

■問い合わせ　03-5215-1330

イラスト　金井真紀さん

語にせず、「人間の幸福とは」「真の豊か
さとは」という問いかけに答える政治だ。

・・・高市政権の政策には感じること
ができない「協調」と「包摂」を掲げた
のが新党「中道」だ。「ベーシックサービ
ス」を核とした政策を打ち出して欲しい。
　しかし間違ってもバラマキのようなもの
になってはらならない。ベーシックサービ
スの理念は、困難を分かち合い、喜びを
共にする社会だ」（大沢純一＠立川市議
会議員　@jun1osawa　1/17　1/21）

　先が見通せない不安のなかで、再分配
の失敗はポピュリズムや排外主義を呼び
寄せる。歴史の分岐点で〝小さな正気〟
の一票を。■
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1 月 24 日東京・芝公園　中道改革連合
　岡本・本庄・共同政調会長


